
杉
本
っ
と
む
氏
著
「
江
戸
蘭
方
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
主

と
し
て
扶
氏
医
戒
に
つ
き
解
説
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
そ
の
最
後

の
頁
に
そ
の
診
断
の
項
を
訳
し
た
『
扶
氏
診
断
』
山
本
致
美
訳
（
安

政
五
年
刊
）
は
実
は
山
本
氏
の
訳
で
な
く
、
島
村
な
る
人
が
訳
し
た

も
の
を
山
本
氏
が
買
い
取
り
刊
行
し
た
も
の
と
の
こ
と
を
、
志
賀

勉
氏
の
好
意
に
よ
り
知
っ
た
と
の
記
録
を
目
に
し
た
。

早
速
そ
の
根
拠
を
知
る
べ
く
志
賀
氏
、
ま
た
宇
和
島
の
清
水
美

氏
の
御
好
意
に
よ
り
医
證
（
第
七
号
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
）
に

志
賀
勇
著
「
扶
氏
漢
詳
医
戒
と
布
清
恭
』
な
る
論
文
の
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
内
容
は
布
清
恭
（
の
ち
志
賀
天
民
と
改
名
、
志
賀
氏
の
御

先
祖
）
が
漢
訳
し
た
医
戒
の
紹
介
と
、
彼
が
「
訳
し
た
フ
ー
ヘ
ラ
ン

１
「
扶
氏
診
断
」
訳
者
へ
の
疑
問

Ｉ
島
村
鼎
甫
の
可
能
性
Ｉ

｜
般
口
演

津
下
健
哉

ド
の
診
断
の
項
を
上
木
す
べ
く
藩
に
許
可
を
申
し
出
た
が
（
安
政

二
年
）
、
安
政
三
年
八
月
藩
命
に
よ
っ
て
長
崎
留
学
中
の
友
人
村
田

蔵
六
か
ら
島
村
と
い
う
人
が
同
一
の
も
の
を
訳
し
、
そ
れ
を
大
洲

の
山
本
有
中
が
買
い
取
っ
て
上
木
し
た
と
い
ふ
事
を
報
ら
し
て
来

た
の
で
、
遂
に
出
版
を
見
合
わ
し
た
」
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
当
時
宇
和
島
市
伊
達
図
書
館
館
長
で
あ
っ
た
兵
頭
賢
一
氏

か
ら
知
ら
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
宇
和
島
藩
の
日
記
で
あ
る
藍
山
公
記
の
安
政
二
年
九
月
二
二

日
の
項
に
布
清
恭
が
プ
ロ
イ
セ
ン
国
の
人
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
著
述
を

訳
し
て
こ
れ
を
上
木
す
る
に
当
た
り
江
戸
天
文
台
に
照
会
あ
り
た

き
旨
の
願
出
の
記
載
が
あ
り
、
安
政
三
年
正
月
十
二
日
の
項
に
も

こ
れ
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
が
、
安
政
三
年
八
月
の
藩
命
に
よ
り

中
止
に
な
る
と
の
記
載
は
見
当
た
ら
な
い
。
山
口
の
内
田
伸
氏
よ

り
借
用
し
た
昭
和
十
九
年
刊
の
編
者
丹
清
氏
に
な
る
『
大
村
益
次

郎
」
に
も
、
ま
た
昭
和
十
年
刊
兵
頭
賢
一
氏
著
『
愛
媛
県
先
哲
偉

人
叢
書
伊
達
宗
城
』
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
共
に
志
賀
泰
山
博
士
（
志
賀
天
民
次
男
）
談
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
山
口
市
歴
史
民
族
資
料
館
の
大
村
益
次
郎
文
言
の
中
に
布
清
恭

か
ら
村
田
蔵
六
宛
の
安
政
？
年
霜
月
五
日
の
手
紙
が
あ
り
、
こ
れ
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に
「
上
木
の
儀
も
山
本
氏
よ
り
願
相
済
候
趣
に
付
草
稿
願
書
等
乞

下
げ
の
虚
伺
出
候
に
付
定
め
て
此
頃
は
先
生
え
も
何
等
御
沙
汰
御

座
候
哉
と
奉
存
候
」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
山
本
氏
の
上
木
が
決
定
、

自
分
の
も
の
は
取
下
げ
ざ
る
を
得
な
い
無
念
さ
が
惨
み
で
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
間
に
村
田
蔵
六
の
関
与
が
知
ら
れ
る
。

で
は
文
中
に
出
る
島
村
某
な
る
人
物
は
果
し
て
誰
か
。
私
に
は

若
き
日
の
島
村
鼎
甫
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
仕
方
が
な
い
の
で
あ

る
。
し
か
も
彼
の
出
生
地
で
あ
る
岡
山
県
の
上
道
郡
誌
の
彼
の
項

に
は
適
塾
入
門
の
頃
の
記
録
と
し
て
「
鼎
甫
志
し
を
励
ま
し
精
を

専
ら
に
し
、
夙
夜
研
究
し
、
学
級
毎
に
次
を
越
ゆ
。
居
る
僅
か
一

年
に
し
て
全
科
を
卒
業
す
。
同
学
の
諸
生
皆
舌
を
巻
い
て
畏
服
し
、

名
声
漸
く
四
方
に
馳
す
。
江
戸
に
遊
ば
ん
と
し
て
、
益
々
そ
の
術

を
研
磨
し
、
曽
て
訳
述
せ
る
『
診
則
稿
本
』
を
売
り
金
若
干
を
得
、

遂
に
東
行
し
伊
東
玄
朴
に
就
い
て
学
ぶ
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
「
診

則
稿
本
」
が
即
ち
「
扶
氏
診
断
」
の
原
稿
の
総
て
、
ま
た
は
そ
の

一
部
で
あ
っ
た
と
想
像
す
る
者
で
あ
る
。
な
お
当
時
の
洋
学
者
門

人
表
に
島
村
姓
の
者
を
探
し
た
が
、
日
習
堂
に
一
名
そ
の
名
を
見

る
が
、
年
代
的
に
み
て
無
理
が
あ
る
。

こ
の
事
は
鼎
甫
と
し
て
は
何
も
発
言
せ
ず
、
ま
た
山
本
側
と
し

て
も
何
も
触
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
折
角
翻
訳
を
完
成
さ

れ
な
が
ら
発
刊
出
来
な
か
っ
た
布
清
恭
の
無
念
さ
は
容
易
に
想
像

さ
れ
、
そ
れ
は
言
葉
に
は
出
さ
な
い
ま
で
も
家
族
内
で
は
繰
り
返

し
話
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
談
の
形
で
発
表
さ
れ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
山
本
致
美
（
有
中
、
節
庵
）
は
大
洲
藩
医
、

文
政
二
年
生
、
伊
東
玄
朴
の
門
人
で
豪
放
嘉
落
、
護
身
用
ピ
ス
ト

ル
を
保
持
す
る
な
ど
奇
行
も
多
か
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
鼎
甫
と
山
本
の
間
で
村
田
蔵
六
が
ど
う
関
与
し
た
か
は
明

ら
か
で
な
い
。
年
齢
的
に
は
蔵
六
が
五
歳
年
上
で
あ
り
、
適
塾
在

塾
期
間
に
も
多
少
の
ず
れ
が
あ
り
、
二
人
が
共
に
机
を
並
べ
た
期

間
は
無
い
。
し
か
し
鼎
甫
が
フ
ー
ヘ
ラ
ン
ド
の
書
物
を
手
に
す
る

機
会
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
が
阿
波
侯
侍
医
と
し
て
「
撒
兵
演

式
』
を
発
刊
す
る
の
は
安
政
四
年
で
あ
り
、
『
扶
氏
診
断
』
の
発
刊

は
安
政
五
年
で
あ
る
。

（
広
島
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
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